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１．緒言 

近年、子どもの体力は全国的に低下傾向が続

いている。その背景には様々な要因があり、生

活習慣の激変が大きく影響していると考えら

れる。なかでも食生活については関心の高さが

示されている。一方、子どもたちの朝食欠食や

孤食、野菜嫌いなどの偏食、ファーストフード

の過度な利用による偏った栄養摂取など、食習

慣の乱れが指摘されている。本研究では、小学

校高学年児童における生活の実態調査から食

に関する内容に着目し、食生活と体力との関連

性について検討することを目的とした。 

２．研究方法 

１）調査対象  大津市立Ｏ小学校に通う 4

年生～6年生の男子児童 41 名、女子児童 30名

の計 71名を対象にした。 

２）調査内容  毎年行われる各学年別でのマ

ラソン大会の結果と、食生活に関する質問紙ア

ンケート調査を実施した。(回収率 95.8％) 

また、各学年別に行われたマラソン大会の順

位を相対評価でＡ～Ｅ判定の 5段階に分けた。 

３．結果と考察 

１）睡眠時間とマラソン大会結果について  

9 時間半以上睡眠時間をとっている子ども

は 4年男子のＡ、Ｂ、Ｃ判定、4年女子のＡ・

Ｂ判定と 5 年男女のＡ・Ｂ判定と 6 年女子の

Ａ・Ｂ判定であった。また、Ａ・Ｂ判定とＤ・

Ｅ判定の睡眠時間と比べてみると 30 分から最

高で 2時間もの差があった。このことから、睡

眠時間を多く取る方が体力の高さに関係があ

ると考えられる。 

２）好き嫌いについて 

好きな食べ物はラーメンやうどんの麺類や 

カレー等の「炭水化物」の 62％が一番多かっ 

た。嫌いな食べ物は野菜や果物等の「ビタミン」 

の 60％であった。そんな中、好き嫌いが全く

ないと答えた子どもは 6名おり、その半数以上

の 4名がＡ判定であり、Ｄ・Ｅ判定に 1名ずつ

であった。 

３）１週間での栄養素摂取内容 

１週間で一番多く摂取されている食品栄養

素は「炭水化物」の 59％で内訳はＡ、Ｂが 14

名、Ｃが 15名、Ｄ、Ｅが 12名で、一番少なか

った摂取食品は「ビタミン」の 9％で内訳は

Ａ・Ｂが 2名、Ｃが 2名、Ｄ・Ｅが 2名であっ

た。５大栄養素をバランスよく４つ以上食べら

れていた子どもは５年男子Ａ・Ｄ・Ｅ判定に１

名ずつ、Ｃ判定に２名、６年男子Ｂ・Ｃ判定に

２名ずつであった。 

４．結論 

 児童の体力向上には、小学校高学年の理想と

されている約 9時間半の睡眠時間をとり、好き

嫌いがない児童には、Ａ・Ｂ判定が見られた。

栄養素をバランス良く摂取できていた子ども

はマラソン大会の順位の中から下位の判定が

多かったことから今回はマラソン大会の結果

と食との関係は見られなかった。 

以上のことから食の自己管理能力を身につけ

る教育の実践を学校・地域・家庭が連携し、食

に対する意識を高めることが必要と思われる。 
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